
日本化学工業株式会社 元技術顧問 今本恒雄氏 

高砂香料国際賞「野依賞」を受賞 

 

高砂香料国際賞「野依賞」は，「広い

意味での不斉合成化学」の分野における

顕著な業績を顕彰する賞で，毎年 1名に

贈られます。2020 年は，千葉大学名誉

教授・北海道大学客員教授の今本恒雄氏

が受賞されました。 

今本氏は，有機合成化学と有機元素化

学が専門で，これまでに多くの独創的研

究を行い，優れた研究成果をあげておら

れます。とりわけ，希土類元素を有機合

成に利用する先駆的研究は「有機セリウム反応剤」として結実し，現在広

く利用されております。また，ホスフィン－ボランを有機合成化学の観点

から研究して，ボランをホスフィンの保護基と考える新概念を創出しま

した。今本氏はその概念に基づいてリン原子上に不斉中心をもつ高活性

かつ高立体選択性を発現する新規 P−キラルホスフィン配位子(BisP*, 

MiniPHOS, QuinoxP*, BenzP*など)の開発に成功しました。このホスフィ

ン－ボランを用いる手法は，P−キラルホスフィンのみならず様々なホス

フィン配位子の優れた合成法として現在世界中で広く活用されておりま

す。 

今本氏は千葉大学定年退職後 12年間当社の技術顧問を勤められました。

その間に QuinoxP*の工業的生産方法確立をはじめとして、当社の事業に

関する貴重なご助言を頂いただけでなく、ご自身でも実験研究を鋭意続

けられ、当社在籍中にも多くの新規 P−キラルホスフィンの発明をなされ

ました。ご受賞に際し心からお祝い申し上げ、当社へのご貢献に感謝する

とともに、益々のご活躍を祈念致します。 

 

 

北海道大学大学院工学研究院

伊藤肇教授研究室にて



 


